
 

 
 

 
県立向の岡工業高等学校長（全日制）  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新たに工業教育の充

実と多彩な進路に対

応する教育課程を提

供する。 

・探究活動を通し、自

らの課題発見と解決

能力を育成する。 

①進路別の教育課程によ

り多様な生徒のニーズ

に対応した進路支援を

実施する。 

②工業教育の活性化を図

り、探究活動を通して

自己理解・自己管理能

力、キャリアプランニ

ング能力、課題対応能

力の向上を図る。 

①進路別の必修選択により

将来の進路に備えること

ができるよう支援を行

い、生徒個々に合った教

育課程の提供を行う。 

②資格取得やコンテスト等

への参加を促し、より多

くの生徒に成功体験を積

み重ねる機会を提供する

ことで、進路実現に向け

た意識向上を図る。 

②実習や課題研究、総合的

な探究の時間、向工 Fes

等の体験活動を積み重

ね、自己理解・自己管理

能力、キャリアプランニ

ング能力や課題対応能力

の向上を図る。 

 

①支援により進路別の必修

選択を生徒が理解し、自

己の将来に合わせた選択

を行う事ができたか。 

②資格取得への取り組み状

況は向上したか。工業に

取り組む意識は向上した

か。 

②探究活動や向工 Fes等に

より自己理解・自己管理

能力、キャリアプランニ

ング能力や課題対応能力

が向上したか。 

 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・生徒の主体性、協調

性の育成をめざし、

学校行事や部活動等

を推進する。 

・生徒の安心・安全な

学校生活に向けて、

生徒一人ひとりに応

じた支援を推進す

る。 

①生徒の主体的な活動と

して、生徒会、各委員

会、部活動の活性化の

ための支援を行う。 

②生徒の状況把握に努

め、生徒一人ひとりに

寄り添った生徒指導・

支援を行う。 

①生徒会や各委員会の活

動、学校行事で生徒の主

体的な取組を実現できる

よう支援する。 

①部活動集会等で部活動の

意義を指導していくこと

で、部活動の活性化を図

る。 

②問題行動の未然防止とし

て、些細な情報も漏らさ

ず、きめ細やかな対応を

図る。 

②サポートドックを有効活

用し、ＳＣやＳＳＷと協

同することで、三者面談

等の機会を通じて職員が

生徒一人ひとりの課題に

寄り添った対応を行える

よう支援する。 

 

①生徒会や各委員会活動、

学校行事で生徒の主体的

な取組が実現できたか。 

①部活動の加入率や活動日

数が増加したか。 

②問題行動の未然防止によ

り特別指導の件数が前年

度より減少したか。 

②課題を抱える生徒につい

て、職員間の情報共有を

密にし、適切な教育相談

窓口につなげることがで

きたか。 

 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひとりの進

路実現に向け、社会

的、職業的自立に向

け、能力や態度を育

成する。 

・生徒の多様な進路選

択に向けた情報収集

や情報整理能力を育

成する。 

①進路相談の時間を確保

し進路選択における進

路指導の充実を図る。 

②進路選択のミスマッチ

を防ぐため、専門業者

と連携し、生徒の進路

選択に向けた知識を広

める。 

①進路に関する生徒個々の

相談時間を増やすため、

ＩＣＴを活用した情報提

供を行う。 

②専門業者と連携し、説明

会・セミナー等を開催

し、就職・進学について

の情報提供の機会を増や

すと同時に模擬試験や論

文指導等の支援を行う。 

 

①ＩＣＴの活用により、生

徒がより多くの情報収集

と相談時間の確保ができ

たか。 

②自己の実力を判断するた

め、進路情報等について

理解し進路選択に役立て

ることができたか。 

 

     

４ 地域等との協働 

・「学校を核とした地

域づくり」をめざし

て、地域と学校が相

互に連携・協働して

行う様々な活動を推

進する。 

・中学校やその生徒、

保護者へ向け、本校

の魅力・特色を広報

し、地域に根差した

学校づくりを進め

る。 

①積極的に地域や企業と

連携し協働事業の活性

化を図る。 

②本校の教育活動の魅力

や特色が伝わるホーム

ページ、説明会等の広

報活動を行う。 

 

①生徒の研究として実施し

ている、ジュークボック

ス修理や自動ハンドベル

演奏、特別支援学校への

技術協力等を、地域や企

業との連携により行う。 

②年３回行う高校体験

（TECH LAB）、学校説

明会の充実を図る。HP

や Instagramの更新を積

極的に行い、本校の魅力

や特色を広報する。 

 

①連携企業・団体の数がど

れだけ増えたか、関係者

へのアンケートで活動の

意義が認められたか。 

②説明会や体験会の満足度

と魅力が伝わったか。HP

の閲覧数や Instagramの

フォロワー数は増加した

か。 

 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・学校と授業のＩＣＴ

化を支える情報管理

を図る。 

・生徒の安心・安全な

学校生活に向けて、

防災教育・環境保全

を推進する。 

・職員の資質向上や、

風通しの良い職場づ

くりにより、事故不

祥事防止を未然に防

止する。 

①生徒の資質・能力の育

成と学校業務の効率化

のため、ＩＣＴを効果

的に活用する。 

②生徒が安心して過ごせ

る環境をつくるととも

に、職員の事故不祥事

を未然に防止する。 

①ＩＣＴ利活用を継続的に

発展させていくため、ソ

フトウェアやハードウェ

アの整備をするととも

に、業務を効率化させる

研修を推進する。 

②清掃活動や防災訓練を通 

して、美化意識や防災意 

識を高める。 

②事故不祥事を防止するた

めに、不祥事防止会議を

職員会議後に行うととも

に、気になることがある

時は、学年や各教科など

で組織的な対応をするこ

とで、風通しのよい職場

を推進する。 

 

①授業や学校業務において

ＩＣＴを効率的に活用で

きる環境を整えられた

か。 

②清掃活動や防災訓練を通 

して、美化意識や防災意 

識を高めることができた 

か。 

②事故や不祥事を未然に防

ぐことができたか。 

 

 

 

     

 


